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協議テーマ
・教育に関する大綱について ・切れ目のない教育環境の充実
・教員の多忙解消（校務支援システム）・おいしい給食の提供と食育の推進2015

・静岡市ならではの人材育成 ・教員の多忙解消（部活動）
・子どもの貧困対策

2016

・グローバル人材育成のための魅力ある教育施策
・日本一おいしい学校給食の提供 ・子どもの貧困対策

2017

・総合的な不登校対策の推進 ・学校図書館の更なる充実
・教職員の働き方改革の実現 ※検証テーマ

2018

・特別支援教育の充実 ・教職員の働き方改革の実現 ※検証テーマ2019
・ＩＣＴ教育の推進 ・外国につながる子どもたちの支援体制の充実
・不登校対策の推進※検証テーマ ・子どもの貧困対策※検証テーマ

2020

・ＩＣＴ教育の推進※検証テーマ
・共生教育の推進 ・国際教育の推進

2021

・部活動改革2022
・教育大網の策定2023
・教育大網の策定2024
・不登校児童生徒 ・幼保小接続2025
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不登校児童の
内、新規

不登校児童
の割合

不登校
児童数

全児童数

58.8％1.1％36432,2122019

56.6％1.1％35331,5182020

54.1％1.3％39231,1112021

52.7％1.7％52230,5262022

62.3％2.3％70130,5112023

不登校生徒
の内、新規

不登校生徒の
割合

不登校
生徒数

全生徒数

35.5％5.5％81314,8362019

38.0％5.3％77414,5762020

49.5％6.6％97114,6902021

38.7％7.6％1,10414,5652022

46.8％8.6％1,24714,5662023
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欠席日数 30-90 ー 90以上 出席10以下 出席0 合計 30-90 ー 90以上 出席10以下 出席0 合計

１年 9 ー 3 0 0 12 144 ー 129 19 6 298

２年 23 ー 11 3 0 37 130 ー 148 34 20 332

３年 24 ー 11 4 3 42 106 ー 169 47 19 341

４年 43 ー 22 4 2 71

５年 58 ー 43 6 5 112

６年 61 ー 49 6 2 118

計 218 ー 139 23 12 392 380 ー 446 100 45 971

55.6% ー 35.5% 5.9% 3.1% 39.1% ー 45.9% 10.3% 4.6%

小学校 中学校

欠席日数 30-90 ー 90以上 出席10以下 出席0 合計 30-90 ー 90以上 出席10以下 出席0 合計

１年 17 ー 10 0 0 27 135 ー 149 23 5 312

２年 16 ー 13 2 0 31 112 ー 224 46 26 408

３年 38 ー 21 2 0 61 120 ー 177 74 13 384

４年 49 ー 30 7 3 89

５年 63 ー 52 5 7 127

６年 94 ー 76 13 4 187

計 277 ー 202 29 14 522 367 ー 550 143 44 1,104

53.1% ー 38.7% 5.6% 2.7% 33.2% ー 49.8% 13.0% 4.0%

小学校 中学校

欠席日数 30-50 50-90 90以上 出席10以下 出席0 合計 30-50 50-90 90以上 出席10以下 出席0 合計

１年 26 21 10 1 0 58 88 81 148 23 9 349

２年 35 21 21 4 2 83 101 82 215 46 23 467

３年 28 29 26 2 0 85 80 47 231 58 15 431

４年 36 29 46 3 0 114

５年 52 51 61 3 10 177

６年 45 51 69 8 11 184

計 222 202 233 21 23 701 269 210 594 127 47 1,247

31.7% 28.8% 33.2% 3.0% 3.3% 21.6% 16.8% 47.6% 10.2% 3.8%

小学校 中学校

【表の欠席日数の区分】

30‐50・・・年間の欠席日数が30日より多く50日未満
50-90・・・年間の欠席日数が50日より多く90日未満
30-90・・・年間の欠席日数が30日より多く90日未満
90以上・・・年間の欠席日数が90日以上の児童生

徒のうち、出席日数が10日以下の児
童生徒を除く

出席10以下・・・年間の出席日数が10日以下
出席０・・・年間の出席日数が０日







静岡市の不登校児童生徒への取組（小学校）



静岡市の不登校児童生徒への取組（中学校）
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①特支学級の現状と課題

〇Ｒ８特支学級数は３５１。
そのうち初めて特支学級の担任となる者は７９人（２２．５％）。

〇特支学級の急増により、特支学級の経験の浅い教員が多く、
専門性の確保に課題がある。

】

〇特別支援学級の児童生徒数が大幅に増加。
⇒①特別支援学級(以下、特支学級という)の環境を

整える
⇒②通常学級の環境を整える
双方を並行して進める必要性がある。

特支のベテラン退職校長が
新任特支学級担任をフォローアップ

新たに２名を加えた
共生教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰが
新任特支学級担任が
在籍する学校を訪問し、
個別具体的な助言を
行い、教員とこどもたちを
伴走支援。

 →ＯＪＴによる専門性確保
この他清水有度第一小に肢体不自由通級あり⇒

②通常学級の現状と課題

〇通常学級において、特別な教育的支援を必要とする児童生徒の
割合は小学校１０．８７％、中学校７．６％。合計９．７６％
（通常学級においても約１割が特別な教育的支援を必要とする）

〇多様な学びを提供する環境と、個別指導を行う通級の必要性が
高まっている

】

通級指導教室の増設

小学校卒業後も引き続き、通級を利用できるよう、
また、地域のバランスを考慮し、令和８年度に
清水興津中学校に発達通級を設置。

 →通常学級のまま個別支援が可能な環境づくり

言語聴覚士、理学療法士による指導・助言

通級において特に専門性が高い、言語と肢体
不自由について、言語聴覚士と理学療法士が
通級担当教員に訪問指導・助言を行う仕組を創設。

→通級の専門性向上

清水区駿河区葵区通級設置状況

２教室(浜田、三保第二)２教室(南部、川原)２教室(番町、服織)言語通級(小学校)

３教室(浜田、三保第二、興津）２教室(宮竹、川原)３教室（番町、西奈南、服織）発達通級(小学校)

２教室(第二、興津)２教室(大里、南)１教室(末広）発達通級(中学校)
新規！





学校に行きづらい

不登校支援の拠点

市立小中学校全てに設置

学校に行きづらい





◎スクールソーシャルワーカー＜福祉の専門家＞

学校をプラットフォームとした総合的な貧困対策をスクールソーシャルワーカーを中心に展開し、
就学前から中学卒業後までの切れ目のない支援を行う（拠点校方式による支援 14人で市内全域をカバー）

①福祉の視点から見立て、支援策を立案 ②学校・家庭と外部の関係機関をつなぐ

◎スクールカウンセラー＜心理の専門家＞

児童生徒や保護者に対して心理面の支援を行う（週１回又は隔週の専門的な支援 37人で市内全域をカバー）

①カウンセリングを通じて心の安定を図り、問題改善に向けた心の活力を養う

②心理状態を正確に把握し、見立てる

◎訪問教育相談員＜思いを受け止める第三者＞
家庭訪問により相談・ニーズを把握し、児童生徒の日常的な見守りや状態に応じたサポート資源への
つなぎ、教員等に助言及び情報提供を行う（週3日 アウトリーチ型支援 12人を12中学校区へ重点的に配置）

①不登校状態にある児童生徒宅を訪問して心身の状態を確認する
②ニーズを把握し、学校や関係機関と連携して支援体制を構築する

＜様々なリスクを抱える家庭＞
・虐待 ・家庭崩壊、
・保護者の精神疾患など

＜様々なストレス＞
・環境の変化や成育上の悩み
・学業不振や進路の悩み
・親子関係・友人関係のトラブル

家庭環境等を
背景とする複雑な問題

＜貧困家庭＞
・生活保護世帯
・就学援助受給世帯など

問題を抱える
児童生徒や保護者

福祉的
支援

心理的
支援

継続的
支援

福祉等
関係機関

＜R７実績＞対応児童生徒数5,389人

相談対応件数：26,516件

＜R７実績＞対応児童生徒数1,139人

相談対応回数：4,139回

＜R7実績＞対応児童生徒数151人

家庭訪問対応回数：3,161回
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【目的】
（１）児童生徒の視点

授業や生活場面において、多くの教員と関わる中で、
多様な見方や支援を受けながら、安心して学校生活を
送ることができる環境を整える。

（２）教職員の視点
役割を分担し、組織的に指導・支援にあたることで、

課題を一人で抱え込まない体制を構築し、教員の「働
きやすさ」「働きがい」の実現につながるとともに、
教育の質の向上を図る。

「フレキシブル担任制」とは
従来の「学級担任と学級の子ども」という固定的な関

係にとらわれず、複数の教員が学級や学年をチームで担
当したり、授業を教科ごとに分担したりするなど、一人
ひとりの子どもに様々な教職員が関わり、学校全体で子
どもを支える柔軟な指導体制を構築する取組

フレキシブル（flexible）
＝柔軟性がある・融通が利く

＊担任が学級のすべてを担う ＊隣の学級には関わらない
＊担任と児童の関係が固定化 ＊担任の空き時間がほとんどない
＊学級の諸問題は、担任一人で対応

期待される効果期待される効果
◎複数の教員で指導・支援
◎諸課題をチームで対応
◎得意な教科を担当し、各教員の良さ・強みを生かす

◎お互いに指導技術を学び合う
◎新採教員等のフォロー
◎空き時間を増やし多忙解消へ

＊担任を定期的に交代する ＊授業を教科で分担する
＊級外教員が、学級の諸問題に一緒に対応
＊学級や学年をまたいで指導 ＊担任の空き時間を増やす



現状

現場経験が少ない 着任時から学級担任 でも「不安」な気持ち 静岡市教員採用試験倍率低下が見込まれる
(競争率の低下)

欠員ゼロ維持が困難
(講師不足)

学校で授業を行う講師
登録者が不足している

初任者は、現場経験が少ない中で、着任時から学級担任となる
期待と不安が入り混じった状態で教職をスタートしている

教職の魅力が、十分に伝わっていない

▸ 21
▸ 24
▸ 24

5.8 3.4 2.4
15.4 5.3 4.4

2.2
4.0

初任着任前の支援体制を構築する 人材確保策を講じる

原因

課題

解決策 「 静 岡 市 で 拓 く 、 教 職 の 未 来 」 教 職 へ の ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 事 業

具体策
初任者が、着任前に学校現場で実務を経験したり、実務の基盤と

なる知識や技能を身に付けたりする機会を設ける
進路・職業選択前～選択時に、教職の魅力

を伝える機会を設ける
潜在教員が相談できる
場を定期的に設ける

採用候補者(採用後は初任者)
※プレワークは教職未経験のみ

大学生・潜在教員 高校生・中学生
潜在教員（教員免許を保有するも
のの教職に就いていない人）

教員採用試験
説明会

教 職 あ ん し ん ス タ ー ト
免許を活かす

教職ここから相談会
教職魅力発見
セミナー

ターゲット

主な
実施内容

教職プレワーク 教職講座
～しずおか教師塾を継承～

静岡市の正規教員を志望する初任者が安心して教員生活をスタートする
潜在教員が教職を目指す、
講師登録する

＋α

結果





































※

※

※単独調理校は、自校で食材を発注・支払

※単独調理校は、自校で食材を発注、
支払は学校給食課で実施



















95.5
％

ALTとのティームティー
チングにより、児童生徒
のコミュニケーション能
力や異文化理解が向上し
たと思う小中教員の割合

外国語指導助手）】 小学校５・６年、中学校全学年対象

◎ALT活用の目的
（１）外国語指導助手（以下「ALT」という。）と外国語科教員によるティーム・ティーチングを通して、児童生徒の
英語コミュニケーション力を向上させる。
（２）ALTの英語力や文化的背景を生かし、児童生徒の異文化理解を促進する。

◎ALTの果たす役割
・英語でのやり取りを通じて、「わかる」「伝わる」喜びを体験させ、学習意欲を高める。
・英語でのやり取りの中で、母国と日本の文化の違いを伝えることで、異文化への関心を育てる。

【目指す児童生徒像】 ・自信を持って英語でコミュニケーションをする
・地域のことを英語で語る
・ふるさとへの愛情を持ち、国際的な視野で人とのつながりを広げる

成果
様々な形でのALTとの交流により、自分の英語が通じた経験が
自信となり、言語習得や異文化理解が深まる。
課題
・児童生徒の英語力向上のため、外国語授業でALT参画をより
充実させていくこと。また、小学校に対し、ALTの訪問支援に加
え、オンライン支援を全校に対し実施すること。

・ALTやICT（AIや分析ツール）を活用した授業改善を進めること。
・ALT採用やALT研修会の質を高めること。

市内小・中全校における
ALT事業についての
学校教員用アンケート

（２０２６年２月アンケート結果）



】 小・中学生対象

◎学習支援ツール・英語AIアプリ導入

（１）学習支援ツールの導入（令和８年度10月全校導入）

子どもが、理解度に合わせて学習を進めるAIドリルや、子どもや先
生が付いた英語力を確認できる分析ツールを導入することにより英
語の授業を充実させる。【授業内活用】

（２）英語AIアプリの導入（令和７年度２月全校導入）
自ら進んで楽しみながら英語に触れる機会を増やす。
【授業外活用】 導入アプリ①「マグナとふしぎの少女」

◎英語AIアプリを活用した英語イベント開催
・前年度、ベルテックス静岡主催の英語イベント「マグナeスポーツ
英単語バトル大会 最強決定戦」をこのはなアリーナにて開催した。
・第1回テスト開催だったが、多くの子どもや保護者が参加。

令和８年度の取組
〇学習支援ツール
AI機能・分析ツールを活用した英語授業の充
実を目的とした教員研修等を実施していく。

〇英語AIアプリ・英語イベント
第２回イベントを夏休みに開催し、子どもたち
が付けた英語の力を楽しく発揮する機会を設
定する。

参加者合計

来場
オンライン

約

1400
名

保護者含む

第１回英語イベント実績
開 催 日：２月28日(土)

３月１日(日)
会 場：このはなアリーナ
参加方法：来場・オンライン
そ の 他：
イベント後、ベルテックス静岡
ホームゲームを無料観戦可能

静岡市教育委員会はベルテックス静岡と連携協定を締結して
おり「児童及び生徒の育成（英語力向上）」に関する取組です。

会場：このはなアリーナ

第１回英語イベントの様子



◎小学校に対するALTオンラインサポート

◎現状１（英語力について）

〇英語教育実施状況調査（文科省）において、ポイントは着実に上昇傾向

】

◎現状１（英語力について）
〇英語教育実施状況調査（文科省）において、

ポイントは着実に上昇傾向

全国本市

-57.0R7

52.455.2R6

50.056.0R5

49.251.7R4

◎現状２（授業内容について）
〇デジタル教科書・デジタルコンテンツの活用は順調。しかし、教育効果が

高いとされる「ICTでの遠隔地のALTとのやり取り」の実施については全
国・本市ともに低い状況。（教育効果：CEFR A1の生徒割合が2.6%高い）

全国本市授業内容

95.4%95.3%学習者用デジタル教科書の活用

95.7%95.3%デジタルドリルや動画等のコンテンツ活用

96.4%90.7%１人１端末等を用いた発表や話すこと

15.2%11.6%遠隔地のALT等とのティームティーチング

市内49校が参加
県大会出場：清水一中・
城山中・東中・大里中
全国大会出場：大里中

英語発表会

これまで

対面
授業支援

①スモールトーク

④言語活動 ⑤ゲーム/クイズ ⑥添削指導

②発音練習 ③ALTの話

R7実証研究の成果

発話量の増加 (ALTとのやり取りが増え、英語を使う時間拡大)

児童の意欲向上 (ALTとの交流で、学習意欲が高まる)

柔軟な日程調整が可能 (必要に応じた活用が可能になる)

ALTと気軽に会話する 発音をその場で指導 出身国や文化を紹介する

気持ちや考えを伝える 楽しく学ぶ 個別にフィードバック

令和８年度より小学校全校実施
※令和７年度複数校にて実証研究を実施

組み合わせることで「量×質」の向上を実現

ALTによる対面＋オンライン支援
これから

オンライン
授業支援を追加

体験的 臨場感 信頼性

対面の強み

柔軟性 安心感 発展性

オンラインの強み
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









（注） （注2026年度入学者）
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